
理 科（物 理 Ⅰ） 学 習 指 導 案
指導者 教諭 ○○ ○○○ 印

１ 日 時 平成○○年○○月○○日（ △ ） 第×限

２ ク ラ ス ２年○組 ○○名（ 男子○○名、女子△△名、合計××名 ）
３ 場 所 ２年○組 教室

４ 使用教材 高等学校 ○○ 物 理 Ⅰ （ △ △ △ 出版 ），自作プリント

５ 単 元 第４章 波 ２節 音 ３ドップラー効果

６ 単元の目標 ドップラー効果は、音の速さが音源や観測者の運動によらず、媒質に対して決まることか

ら生じる現象であることを理解させる。

７ 本時の目標 ア ドップラー効果とはどのような現象であるかを、日常の経験をもとに理解させる。

イ 波長の変化から、ドップラー効果による振動数の変化を求められるようにする。

８ 本時の位置 １時間目／ドップラー効果(３時間)／音(10 時間)／波(31 時間)

９ 本時の展開

過 程 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

導 入
１０分

ドップラー効果の例を理解する。
身のまわりの例からどんなことが起こっ
ているのかを考える。
ドップラー効果で起きていることを整理
する。

例を挙げ、どんなことが起こっているかを
予想させる。

関心・意欲

展 開

３５分

１ 波の伝搬速度についての確認

波の伝搬速度は媒質とその状態で決ま

ることを確認する。

２ 音源が動く場合の波面の作図

プリントを使って、移動音源を中心とし

た波面の作図をする。

３ 波源前方での振動数を求める

音源前方の波長を、作図から音速や音源

の速さなどで表現する。波の式

( v = fλ)から前方での振動数を表す式

を作る。

４ 波源後方での振動数を求める

音源後方の波長を、作図から音速や音源

の速さなどで表現する。波の式

( v = fλ)から後方での振動数を表す式

を作る。

５ 前方、後方の振動数を１つの式で表現

例を挙げ、音速が音源の運動に関係しない

ことに留意する。

説明をしながら、順に作図させる。段階ご

とに時間を取りながらすすめる。

音速が音源の運動に無関係であることを

再度確認する。

音速が音源の運動に無関係であることを

再度確認する。

音源の速さの符号を変えるに止める。

技能・表現・理解

(1)

思考・判断 (2)

知識・理解

ま と め

５分

本時のまとめと、次回の予告

いろいろなドップラー効果の紹介とドッ

プラー効果の利用例についての学習を予告

する。

観測者が運動する場合のドップラー効果

は定性的な扱いに止める。

10 本時の重点とする生徒評価の観点および方法

(1) 波面の作図を理解し、正しく行うことができる。 【技能・表現・理解】《 提出プリント 》

(2) 音源が動くときの波長の変化から、振動数の変化を考えることができる。【思考・判断】《 提出プリント 》

11 ご 高 評


